
平成™˜年�月™Ÿ日 火曜日 第œ˜™˜号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
五
十
四
号

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
八
号
）
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

一

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発

生
器
（
電
気
点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の

も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

イ

内
包
す
る
点
火
薬
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に

限
る
。
以
下
同
じ
。）の
量
が
二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る

こ
と
。

ロ

内
包
す
る
ガ
ス
発
生
剤
（
ガ
ス
発
生
量
が
一
秒
に

つ
き
六
千
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
発
熱
量
が
一
秒
に
つ
き
二
万
九
百
二
十
ジ
ュ
ー

ル
以
下
の
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬
に
限
る
。
以
下

同
じ
。）の
量
が
百
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ

火
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使

用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ニ

外
殻
の
材
質
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆

性
を
有
す
る
合
金
で
あ
る
こ
と
。

ホ

内
部
の
火
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ

る
こ
と
。

二

発
生
さ
せ
た
ガ
ス
を
使
用
し
て
消
火
を
行
う
ガ
ス
発

生
器
（
撃
針
点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
の

も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

イ

内
包
す
る
点
火
薬
の
量
が
二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る

こ
と
。

ロ

内
包
す
る
ガ
ス
発
生
剤
の
量
が
百
グ
ラ
ム
以
下
で

あ
る
こ
と
。

ハ

撃
発
式
雷
管
が
内
包
す
る
起
爆
薬
の
量
が
〇
・
〇

二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ニ

火
薬
及
び
爆
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
再
使
用
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ホ

外
殻
の
材
質
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
の
防
錆

性
を
有
す
る
合
金
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

内
部
の
火
薬
及
び
爆
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
八
号
）
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

自
動
車
用
エ
ア
バ
ッ
グ
ガ
ス
圧
力
容
器
封
板
開
放
装
置

に
用
い
る
ガ
ス
発
生
器
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す

も
の

一

内
包
す
る
点
火
薬
（
過
塩
素
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬

に
限
る
。）の
量
が
〇
・
二
五
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ

と
。

二

内
包
す
る
ガ
ス
発
生
剤
（
硝
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬

に
限
る
。）の
量
が
七
・
〇
五
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ

と
。

三

電
気
点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
で
あ
る

こ
と
。

四

火
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用

で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

五

外
殻
の
材
質
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
そ
の
他
の
防

錆
性
を
有
す
る
合
金
で
あ
る
こ
と
。

六

内
部
の
火
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ
る

こ
と
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業

省
令
第
八
十
八
号
）
第
一
条
の
四
第
七
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九

号
）
の
適
用
を
受
け
な
い
火
工
品
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

自
動
車
用
頭
部
後
傾
抑
止
装
置
に
用
い
る
ガ
ス
発
生
器

で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

一

内
包
す
る
点
火
薬
（
過
塩
素
酸
塩
を
主
と
す
る
火
薬

に
限
る
。）の
量
が
〇
・
二
二
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ

と
。

二

電
気
点
火
に
よ
り
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
構
造
で
あ
る

こ
と
。

三

火
薬
を
再
度
充
て
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
使
用

で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四

外
殻
の
材
質
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
そ
の
他
の
防

錆
性
を
有
す
る
合
金
で
あ
る
こ
と
。

五

内
部
の
火
薬
が
容
易
に
取
り
出
せ
な
い
構
造
で
あ
る

こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
四
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
の
変
更
（
第
二
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同

条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
号

近
畿
圏
整
備
法（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）

第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
、
都
市

開
発
区
域
及
び
保
全
区
域
を
指
定
し
た
の
で
、
近
畿
圏
整

備
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
総
理
府
令
第
二
十
二
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

近
畿
圏
整
備
法
の
規
定
に
よ
り
近
郊
整
備
区
域
、
都
市

開
発
区
域
及
び
保
全
区
域
を
指
定
し
た
件
（
昭
和
四
十
年

総
理
府
告
示
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。三

の
保
全
区
域
の
表
和
泉
葛
城
区
域
の
項
中
「
及
び
泉

南
郡
熊
取
町
」
を
「
、
泉
南
郡
熊
取
町
及
び
同
岬
町
」
に

改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
六
号

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
二
年
法
律
第
百
三
号
）第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

近
畿
圏
の
近
郊
緑
地
保
全
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
近
畿

圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

十
二
年
総
理
府
、
建
設
省
令
第
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

近
郊
緑
地
保
全
区
域
を
指
定
す
る
件
（
昭
和
四
十
六
年

総
理
府
告
示
第
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
和
泉
葛
城
近
郊
緑
地
保
全
区
域
の
項
中
「
及
び
泉
南

郡
熊
取
町
」
を
「
、
泉
南
郡
熊
取
町
及
び
同
岬
町
」
に
改

め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
七
号

次
の
信
号
符
字
を
点
附
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細
則

（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

点
附

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｅ
Ｉ

1
4
0
8
7
9
や
ま
く
に

2
1
.
6
.
1

７
Ｊ
Ｅ
Ｓ

1
4
0
9
4
0
第
二
た
い
よ
う
丸

2
1
.
6
.
2
5

７
Ｊ
Ｆ
Ｃ

1
4
1
0
1
4
豊
国

2
1
.
6
.
2
6

７
Ｊ
Ｆ
Ｌ

1
4
1
0
4
2
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ

2
1
.
6
.
1

７
Ｊ
Ｆ
Ｎ

1
4
1
0
4
8
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

2
1
.
6
.
1
8

７
Ｊ
Ｆ
Ｑ

1
4
1
0
5
8
あ
り
あ
け
丸

2
1
.
6
.
1

７
Ｊ
Ｆ
Ｓ

1
4
1
0
7
9
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

2
1
.
6
.
2
3

Ｊ
Ｄ
2
8
9
8

1
4
0
9
9
5
第
五
十
五
吉
丸

2
1
.
6
.
1
6

Ｊ
Ｄ
2
9
1
4

1
4
1
0
1
7
第
八
十
八
石
田
丸

2
1
.
6
.
2
6

Ｊ
Ｄ
2
9
1
7

1
4
1
0
2
2
日
島
丸

2
1
.
6
.
1
0

Ｊ
Ｄ
2
9
1
8

1
4
1
0
2
3
ダ
イ
ハ
ツ
丸
２

2
1
.
6
.
1
6

Ｊ
Ｄ
2
9
1
9

1
4
1
0
2
4
海
門
丸

2
1
.
6
.
2
2

Ｊ
Ｄ
2
9
2
1

1
4
1
0
2
6
第
八
力
司
丸

2
1
.
6
.
3

Ｊ
Ｄ
2
9
2
4

1
4
1
0
3
1
長
門
丸

2
1
.
6
.
1

Ｊ
Ｄ
2
9
2
5

1
4
1
0
3
3
ち
と
せ

2
1
.
6
.
2
5

Ｊ
Ｄ
2
9
2
7

1
4
1
0
0
1
第
2
1ハ
リ
マ
丸

2
1
.
6
.
5

Ｊ
Ｄ
2
9
3
5

1
4
1
0
5
0
周
永
丸

2
1
.
6
.
1
7

Ｊ
Ｄ
2
9
3
7

1
4
1
0
5
2
第
二
八
豊
丸

2
1
.
6
.
2
6

Ｊ
Ｄ
2
9
4
8

1
4
1
0
6
6
鹿
島
丸

2
1
.
6
.
2
9

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
八
号

次
の
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細

則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

取
消

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｌ
Ｇ

1
2
6
4
3
5
第
六
十
八
東
丸

2
1
.
6
.
2
2

８
Ｋ
Ｏ
Ｇ

1
2
3
5
6
3
と
さ

2
1
.
6
.
8

Ｊ
Ｂ
Ｍ
Ｗ

1
3
3
3
1
6
第
十
八
祥
宏
丸

2
1
.
6
.
1
5

Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ｖ

1
3
0
3
0
4
第
二
十
八
事
代
丸

2
1
.
6
.
1
5

Ｊ
Ｆ
Ｓ
Ｊ

1
3
0
5
5
7
第
三
十
八
漁
栄
丸

2
1
.
6
.
2
3

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ

1
3
1
5
4
2
第
1
1
1福
一
丸

2
1
.
6
.
1
7

Ｊ
Ｉ
Ｖ
Ｐ

1
2
9
9
5
1
第
三
十
八
福
寿
丸

2
1
.
6
.
1
5

Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ｍ

1
3
0
7
2
2
第
三
十
一
恵
比
寿
丸

2
1
.
6
.
3

Ｊ
Ｊ
Ｆ
Ｄ

1
3
0
7
2
5
第
五
十
八
清
福
丸

2
1
.
6
.
3
0

Ｊ
Ｋ
Ｍ
Ｎ

1
3
0
8
8
8
第
二
十
八
漁
栄
丸

2
1
.
6
.
2
3

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
三
年
十
二
月
五
日
か
ら
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
高
坂
字
竹
町
、

字
城
敷
及
び
字
長
瀞
の
全
部
並
び
に
字
栗
町
、字
反
町
、

字
柳
町
、
字
銭
塚
、
字
下
谷
田
及
び
字
上
谷
田
の
各
一

部
、
大
字
早
俣
字
定
敷
の
一
部
、
大
字
正
代
字
折
本
の

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
松
山
都
市
計
画
事

業
高
坂
駅
東
口
第
二
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
東
松
山
市
高
坂
千
五
十

八
番
地

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
埼
玉
西
部
開

発
事
務
所

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
三
年
十
二
月
五
日

七

事
業
計
画
の
変
更
（
第
二
回
）
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
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